
寄
り
添
う
ま
ち
と

　
　
　い
つ
ま
で
も

寄
り
添
う
ま
ち
と

　
　
　い
つ
ま
で
も
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本号
の

ポイ
ント
！ 令和４年決算審査　ｐ４
私たちの税金はどう使われた？
令和４年決算審査　ｐ４
私たちの税金はどう使われた？

撮影・タイトル　伊豆総合高校 写真部 ２年 足立 悠樹さん撮影・タイトル　伊豆総合高校 写真部 ２年 足立 悠樹さん
ゆうきゆうきあだちあだち

伊豆総合高校写真部とコラボ中！
裏表紙へ！！



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

令
和
４
年
度
決
算
の
概
要
・
連
合
審
査

可
決

会期 ： 令和 5 年７月 20 日（木）

「市道路線の変更」
　上白岩の２線の変更

「工事請負契約の締結」
　（仮）日向公園整備工事

7 月臨時会

9月定例会

令和 5 年伊豆市議会

要チェック議案
・議案第 49 号～ 64 号　令和４年度各会計決算の認定
・議案第 65 号　令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第３回）
・議案第 68 号　財産の取得について

令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第３回）

　詳　細　　※１万円以下は切り捨て

諸支出費：基金費　　【5 億 1,383 万円】
　　　　　（前年度決算剰余金に係る財政調整基金積立金の増）

衛生費：保健衛生総務費 / 予防費　　【２億 9,432 万円】　
　　　　　（市内公的病院等補助金　他）

民生費：福祉施設管理費　他　　【6,997 万円】
　　　　　（中伊豆交流センター温泉ボイラー交換工事　他）

会 期：令和 5 年８月 28 日（月）～ 9 月 22 日（金）

◆会期日程及び議会活動
月 火 水 木 金 土 日

8/28
本会議初日
全員協議会

29
全員協議会

30
本会議 2 日目

（一般質問）

31
本会議 3 日目

（一般質問）

9/1 2 3

4
本会議４日目

（議案質疑）

5 6
連合審査

（総務経済委
員会所管分）

7
連合審査

（教育厚生委
員会所管分）

8
総務経済委員会

9 10

11
教育厚生委員会
議会広報委員会

12 13 14 15 16 17

18
 敬老の日

19
議会運営委員会
議会報告会

実行委員会

20 21 22
本会議 5 日目

（最終日）
議会広報委員会

23 24

※会期日程以外の詳しい議員の活動はホームページに掲載
アクセスはこちら

▲

※詳細はホームページをご覧ください
録画配信はこちら

▲

報告

専決処分の報告について（工事請負契約の変更）

専決処分の報告について（市有財産の管理事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）【３件】

専決処分の報告について（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　【２件】

専決処分の報告について（伊豆市職員の給与に関する条例の一部改正について）

令和４年度伊豆市健全化判断比率の報告について

令和４年度伊豆市資金不足比率の報告について

決算

令和４年度伊豆市決算
〇一般会計歳入歳出決算の認定について
〇各事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
　・水道事業・簡易水道事業・温泉事業（剰余金の処分なし）・下水道事業（剰余金の処分なし）
〇各特別会計歳入歳出決算の認定について
　・公共用地取得事業・国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・７財産区

予算

令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第３回）

令和５年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

令和５年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）

条例

伊豆市議会議員及び伊豆市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について

伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部改正について

伊豆市達磨山観光施設条例の制定について

その他

財産の減額譲渡について

財産の取得について　【２件】

伊豆市沼津市衛生施設組合規約の一部を変更する規約について

市道路線の認定について

伊豆市監査委員の選任について

諮問 人権擁護委員候補者の推薦について

発議
伊豆市議会議員政治倫理条例の一部改正について

伊豆市議会基本条例の一部改正について

賛否が分かれた議案
小
川
多
美
子

浅
田
　
藤
二

鈴
木
　
優
治

飯
田
　
大

黒
須
　
淳
美

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

星
谷
　
和
馬

鈴
木
　
正
人

間
野
み
ど
り

波
多
野
靖
明

小
長
谷
順
二

三
田
　
忠
男

永
岡
　
康
司

杉
山
　
誠

財産の減額譲渡について × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯

財産の取得について（達磨山観光施設） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯

※議長 (青木　靖 )は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。 ○ 賛成   ×反対

議会は可決・認定・同意をしました。

（仮）日向公園完成イメージ（仮）日向公園完成イメージ

可
決

3 2

議案・賛否 臨時会・定例会概要



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

令和 4年度伊豆市基金総額
（一般会計のみ）

基金とは？基金とは？

教育費（32億1,765万円）

＊＊＊　一般会計歳入歳出額　＊＊＊

税金の使いみちをチェック税金の使いみちをチェック令和４年度決算

伊豆中学校完成イメージ牧之郷駅前移住体験ツアーのようす

市の預貯金のことです。将
来にわたり安定した事業展
開を行えるよう、積み立て
ています。

令和４年度各会計決算総括表
会　計　名 歳　入 歳　出

一　般　会　計 241億 9,438 万円 225億 3,855 万円
特
別
会
計
・
企
業
会
計（
税
抜
き
額
）

公共用地取得事業 142万円 142万円
国民健康保険 39億 4,531 万円 38億 9,349 万円
後期高齢者医療 4億 9,751 万円 4億 8,119 万円
介護保険 39億 663万円 36億 9,360 万円
水道事業 5億 4,447 万円 5億 2,651 万円
簡易水道事業 1億 4,728 万円 1億 4,017 万円
温泉事業 7,036 万円 7,963 万円
下水道事業 12億 4,410 万円 12億 5,301 万円
財産区（７財産区） 1,134 円 493万円
総　合　計 345億 6,280 万円 326億 1,250 万円
※万円未満を四捨五入しています。
※温泉事業・下水道事業の不足額は、補填されています。

その他（議会費等）

民生費

総務費

衛生費
教育費

土木費

公債費

消防費

商工費
農林水産業費 災害復旧費

＊＊総額 241億 9,438 万円＊＊ ＊＊総額 225億 3,855 万円＊＊

使用料及び手数料 他

地方交付税

市債

市税

国庫
支出金

繰越金

県支出金

寄附金
地方消費税交付金

繰入金
諸収入 地方譲与税

歳出（使ったお金）歳　　入

・新中学校整備事業
（19億7,833万円）他

土木費（21億6,639万円）総務費（27億1,007万円）
・牧之郷駅周辺整備事業
　（１億5,883万円）
・公園整備事業
　（2億6,661万円）他

・包括的アウトソーシング事業
　（9,399万円）
・移住定住促進事業
　（7,232万円）他

〇積立額 14億 6,763 万円
〇取崩額 8億５,726 万円
〇年度末現在高 101 億 462万円

何に
使われた？

確認！

何

に使われた？

常
任
委
員
会
・
市
政
を
問
う
〜
一
般
質
問
〜

　
質　
疑

（
総
務
経
済
委
員
会
所
管
）

Ｑ　
包
括
的
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

事
業
を
１
年
間
行
っ
た
、
総
括
的

な
効
果
は
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
、
苦
情
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　
１
年
を
通
し
て
、
各
課
と
委

託
事
業
者
で
毎
月
打
ち
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
。
委
託
業
者
は
、
事
業

や
事
務
を
覚
え
る
こ
と
を
優
先

に
、
職
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な

が
ら
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

の
中
で
、
市
民
か
ら
サ
ー
ビ
ス
低

下
の
話
が
無
か
っ
た
こ
と
が
成
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め

る
計
画
の
中
で
、
財
政
負
担
を
ど

う
考
え
る
か
。

Ａ　
事
務
費
な
ど
は
委
託
す
る
こ

と
で
上
乗
せ
に
は
な
り
ま
す
が
、

委
託
事
業
者
の
習
熟
度
、
事
務
レ

ベ
ル
が
向
上
す
れ
ば
職
員
の
負
担

が
減
り
、
い
ず
れ
は
職
員
を
減
ら

す
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
財
政
面

で
も
総
括
的
な
と
こ
ろ
で
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
道
の
駅「
伊
豆
月
ヶ
瀬
」
管

理
事
業
地
域
振
興
施
設
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た

の
か
。

Ａ　
地
域
振
興
施
設
の
建
物
は
、

地
元
の
方
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
防
災
訓
練
な
ど
で
は

使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質　
疑

（
教
育
厚
生
委
員
会
所
管
）

Ｑ　
新
中
学
校
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ　
材
料
高
騰
や
調
達
が
難
し
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
設
計
を
早
め
入

札
も
早
め
に
し
た
結
果
、
当
初
よ

り
も
円
滑
に
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
美
術
館
建
設
推
進
事
業
の
進

捗
状
況
は
。
ま
た
、
美
術
館
建
設

推
進
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

更
新
は
。

Ａ　
美
術
館
を
、
単
体
で
の
建
設

か
ら
複
合
施
設
建
設
に
変
更
す
る

方
針
が
了
承
さ
れ
た
の
で
、
そ
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
議
論
が
始
ま
っ
て
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
は
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
10
月
を

目
途
に
検
討
内
容
を
公
表
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
民
生
委
員
活
動
事
業
に
つ
い

て
、
民
生
委
員
の
確
保
状
況
や
困

難
事
例
の
有
無
は
。

Ａ　

民
生
委
員
の
定
員
は
、

１
１
０
名
で
す
が
、
４
地
区
に
欠

員
が
あ
り
、
現
在
活
動
し
て
い
る

民
生
委
員
は
１
０
６
名
で
す
。

　
地
域
の
連
携
の
形
と
い
う
の
が

徐
々
に
成
り
立
ち
つ
つ
あ
る
た

め
、
民
生
委
員
が
１
人
で
負
担
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
な
く
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
相
談
セ

ン
タ
ー
と
共
に
解
決
に
向
け
て
う

ま
く
回
り
始
め
て
い
ま
す
。

連合審査連合審査
９/６・７

連合審査の概要書はこちら
読み取り

▲

令
和
４
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
決
算

令
和
４
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
決
算

連合審査

伊豆市役所本庁窓口伊豆市役所本庁窓口

伊豆中学校建設現場伊豆中学校建設現場
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令和 4 年度 伊豆市決算の概要



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
（
続
き
）

◆
令
和
４
年
度
伊
豆
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

質　
　
疑

Ｑ　
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
委
託
料
は
ど
の
よ
う
な

事
業
か
。

Ａ　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
事
業
で
、

持
っ
て
い
る
方
が
ど
こ
に
い
る
か

わ
か
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
令
和
５
年
度 

伊
豆
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
） 

質　
　
疑

Ｑ　
市
内
公
的
病
院
等
補
助
金
の

内
容
と
補
助
先
は
ど
こ
か
。

Ａ　
運
営
資
金
の
補
助
（
人
件
費

な
ど
）
で
、
補
助
先
は
伊
豆
赤
十

字
病
院
と
中
伊
豆
温
泉
病
院
で

す
。

Ｑ　
「
医
療
・
福
祉
・
司
法
」
な

ん
で
も
か
ん
で
も
相
談
会
の
内
容

説
明
を
求
む
。

Ａ　
市
民
の
相
談
内
容
に
応
じ
て

専
門
職
が
加
わ
り
、
生
活
の
様
々

な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
、
今

年
度
は
年
６
回
、
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

９/８・11

常任委員会常任委員会
◆
令
和
５
年
度 

伊
豆
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
） 

質　
　
疑

Ｑ　
水
産
業
協
同
施
設
整
備
事
業

補
助
金
の
全
体
像
と
経
緯
、
事
業

の
背
景
の
説
明
を
。

Ａ　
伊
豆
漁
業
協
同
組
合
土
肥
支

所
が
営
業
し
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
パ
ー
ク
Ｔ
Ｏ
Ⅰ
が
、
高
潮
災
害

の
影
響
に
よ
り
営
業
不
能
に
な
っ

た
た
め
、
施
設
再
建
を
計
画
し
て

い
る
案
件
で
す
。
県
の
補
助
事
業

と
同
額
に
な
る
経
費
の
３
分
の

１
、７
０
０
万
円
を
上
限
と
し
た

補
助
事
業
を
今
回
予
算
計
上
し
ま

す
。

◆
財
産
の
取
得

質　
　
疑

Ｑ　
達
磨
山
観
光
施
設
は
５
年
後

に
民
間
へ
売
却
を
す
る
計
画
と
な

り
、
約
５
千
万
円
の
眠
っ
た
財
産

に
な
る
の
で
は
。

Ａ　
市
の
取
得
は
一
時
的
な
も
の

で
す
が
、
民
営
化
さ
れ
る
ま
で
直

接
的
な
利
益
は
生
み
に
く
い
で

す
。
た
だ
し
、収
支
の
部
分
で
は
、

年
間
の
人
件
費
な
ど
は
削
減
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
民
営
化
を
見
据
え
、
民

間
譲
渡
を
す
る
事
業
者
を
決
め
て

か
ら
指
定
管
理
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
者

が
独
自
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
で
収
益

を
生
む
こ
と
で
、
増
収
が
見
込
ま

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

達磨山観光施設

総
務
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う
録画配信へ

QRコードを読み取るアプリ
をダウンロードしてご利用く
ださい。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

カメラアプリを起動して QR コード
を画面に入れ、読み込みのコード
が出たらタップしてご利用ください。

iPhone
アイフォン
iPhone
アイフォンパソコンパソコン

からご覧ください。
伊豆市議会  ライブ中継
検索

※各議員のＱＲコードを読み取ると、全ての一般質問の様子を動画で見ることができます。

「
議
案
68
号
」
討
論

賛
成
討
論
　
♦
浅
田　
藤
二  

議
員

　
私
た
ち
は
常
に
俯ふ
か
ん瞰
の
目
を
持
ち
、
１
億
円
の

減
額
譲
渡
と
い
う
１
部
分
だ
け
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
な
に
が
市
民
の
役
に
立
つ
の
か
を
ト
ー

タ
ル
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
経
済
効
果
、
雇
用
者
の
確
保
、
現
在
も
地
域
貢

献
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
今
後
の
確
実
な
将

来
的
投
資
に
期
待
し
て
賛
成
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論
　
♦
杉
山　
武
司 

議
員

　
譲
渡
に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

旧
天
城
湯
ケ
島
支
所
等
の
１
億
円
を
超
え
る
減
額

譲
渡
す
る
こ
の
議
案
の
論
点
は
、
一
点
目
は
減
額

の
根
拠
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
二
点
目
は
主
権

者
で
あ
る
市
民
へ
の
説
明
義
務
で
す
。
減
額
の
根

拠
は
不
明
瞭
で
結
論
に
至
っ
た
公
文
書
と
し
て
の

会
議
録
も
作
成
し
て
い
な
い
な
ど
意
思
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
も
透
明
性
に
欠
け
て
い
ま
す
。

　
減
額
譲
渡
の
理
由
を
な
ぜ
市
民
に
説
明
を
し
な

か
っ
た
の
か
。
以
上
が
私
の
反
対
の
理
由
で
す
。

質 問
Question

下し
も
や
ま山　
祥し
ょ
う
じ二　
議
員

　
修
善
寺
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、

伊
豆
市
の
鉄
道
の
玄
関
口
で
あ
る
修
善
寺
駅
周

辺
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
、
住
民
の
安
全
性
や

利
便
性
の
確
保
、
そ
し
て
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

目
的
と
す
る
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
で

あ
り
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。
現
状
の
駅

周
辺
の
課
題
と
対
策
を
共
有
し
つ
つ
、
今
後
の

伊
豆
市
の
未
来
を
大
き
く
左
右
す
る
本
構
想
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
、
駅
前
の
公
共
性
と
機

能
の
充
実
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す

市
長　

修
善
寺
駅
周
辺
整
備
を
核
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
本
質
は
、
修
善
寺
駅
を
伊

豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
の
真
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
位

置
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
な
再
開
発
は
、
県
道
伊
東
修
善
寺
線

の
改
良
に
よ
り
、
駅
へ
の
進
入
を
容
易
に
す
る

こ
と
、
修
善
寺
橋
の
増
築
又
は
架
け
替
え
と
横

瀬
三
叉
路
の
改
良
で
す
。

　
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
も
必
要
で
す
が
、
多

く
の
店
舗
が
住
宅
と
し
て
改
修
さ
れ
て
い
ま

す
。
駅
前
の
公
共
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
必

要
な
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
話
し
合
い
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
駅
北
は
道
路
形
状
が
良
く
、
金
融
機
関
や
店

舗
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
商
業
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
、
再
開
発

す
る
の
か
、
今
後
の
大
き
な

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

修善寺駅周辺まちづくり基本構想への期待
答

▲　
　

録
画
配
信
は
こ
ち
ら
（
９
月
２２
日
本
会
議
）

※
議
案
68
号
に
は
、
そ
の
他
４
件
の

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

動画はこちら
※他の質問あり

                              

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 

                   

な で 
ん 

か で 
も ん も 

令和５年 11 月 25 日（土） 

午後１時 30 分～午後３時 30 分 
清水会場・菊川会場・下田会場・東伊豆会場・伊豆会場 同時開催 

 

伊豆会場：修善寺生きいきプラザ １階 

心心配配ごごととおお聞聞かかせせくくだだささいい！！  

病病気気やや障障害害ののこことと、、法法律律ののこことと、、仕仕事事やや生生活活ののこことと、、おお子子ささんんのの

発発育育にに関関すするるここととそそのの他他のの困困りりごごとと何何ででももごご相相談談くくだだささいい！！  

外外国国人人のの方方、、専専門門職職のの方方ももおお気気軽軽にに！！  

静静岡岡市市清清水水医医師師会会相相談談室室  

電電話話：：005544--334444--00555500  

〒〒442244--00005533  

静静岡岡市市清清水水区区渋渋川川 22--1122--11  

おお問問いい合合わわせせ先先  

相談は無料です 

予予約約制制  

主催：一般社団法人 静岡市清水医師会（委託先）一般社団法人 静岡県社会福祉士会（銀さら勉強会） 

共催：一般社団法人 静岡市清水歯科医師会 清水薬剤師会 法テラス静岡  

一般社団法人 静岡県精神保健福祉士協会 静岡市国際交流協会 

協力：静岡県国際交流協会 （福）静岡市社会福祉協議会 （福）菊川市社会福祉協議会 東伊豆町 伊豆市 

    

回覧される
なんでもかんでも相談会のチラシ

委員会の概要書はこちら

▲

7 6

討論・一般質問 常任委員会



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
（
続
き
）・
行
政
視
察

質 問
Question 在 宅 医 療 を 問 う

質 問
Question 市内小児科不足への市民の不安解消のために

質 問
Question 外国資本の市内の土地の買収実態は 質 問

Question 総務経済委員会所管施設について伺う

質 問
Question

三み

た田　
忠た

だ
お男 

議
員

　
　

　
中
伊
豆
温
泉
病
院
移
転
に
伴
い
、
バ
ス
路
線

が
再
編
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
現
路
線

の
小
川
地
区
や
、
新
た
な
下
白
岩
地
区
の
住
民

か
ら
、
直
接
意
見
や
要
望
な
ど
を
伺
っ
て
い
る

の
か
。
バ
ス
停
の
廃
止
や
新
病
院
へ
の
乗
り
入

れ
は
あ
る
の
か
、
通
学
通
勤
へ
の
影
響
は
あ
る

の
か
、
地
区
の
集
会
等
で
意
見
集
約
を
行
な
わ

な
い
の
か
な
ど
伺
い
ま
す
。

今
回
の
再
編
は
暫
定
対
応
で
、
中
学
校
開

校
に
伴
う
路
線
検
討
を
改
め
て
行
い
ま
す

総
合
政
策
部
長
　

現
況
路
線
に
直
接
影
響

の
あ
る
皆
様
に
対
し
、
６
月
に
２
回
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。
要
望
や
意
見
と
し
て
は
、
路
線

存
続
に
対
す
る
安
心
の
声
が
あ
っ
た
一
方
、
小

学
生
の
登
下
校
の
時
間
帯
を
考
慮
し
て
欲
し

い
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
停
の
廃
止
は
、
現
中
伊
豆
温
泉
病
院
と

上
小
川
の
２
か
所
、
一
方
、
新
設
は
新
病
院
の

敷
地
内
に
予
定
し
、
乗
り
入
れ
を
す
る
形
で
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
の
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
中
伊
豆
温
泉
病
院
線
の
再
編
は
、
病

院
の
移
転
に
伴
う
暫
定
的
な
も
の
で
あ

り
、
新
中
学
校
開
校
に
伴
う

路
線
検
討
を
別
途
改
め
て
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

病院移転後のバス路線の再編を問う
答

質 問
Question

永な
が
お
か岡　

康こ
う
じ司 

議
員

　
「
伊
豆
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」
第

８
条
第
１
項
第
５
号
の
地
元
自
治
会
等
へ
の
説

明
に
係
る
報
告
書
、
第
６
号
の
近
隣
関
係
者
へ

の
説
明
に
係
る
報
告
書
の
提
出
は
、
絶
対
条
件

で
す
か
。
不
同
意
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
に
、

同
意
し
な
い
こ
と
で
住
民
に
対
し
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　
こ
の
条
例
と
※

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
と
の
関
連
性
は
あ

り
ま
す
か
。

各
届
出
は
す
べ
て
が
整
っ
て
か
ら
受
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

建
設
部
長　
各
届
出
は
、
条
例
第
８
条
第
１

項
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま
で
の
項
目
す
べ
て
が

整
っ
て
か
ら
受
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
起
訴
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
一
方
の
相
手

方
が
、
不
当
に
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
と
の
関
連
で
す
が
、
事
業
者
が
太

陽
光
発
電
を
行
う
に
は
、
事
業
の
許
認
可
が
必

要
で
す
。
条
例
の
届
出
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
に
準
じ

必
要
な
要
件
を
定
め
て
い
ま
す
。

※
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
：
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

太陽光発電事業計画と訴訟
答

星ほ
し
や谷　

和か
ず
ま馬 

議
員

　
去
る
６
月
28
日
、３
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
、
②
萬
城
の
滝
周
辺
、

③
だ
る
ま
山
高
原
で
す
。
持
続
可
能
な
伊
豆
市

を
維
持
す
る
に
は
、
観
光
客
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

等
を
増
加
さ
せ
る
施
策
が
必
要
で
す
。
①
は
国

の
事
業
、
②
③
は
伊
豆
市
の
事
業
で
す
。
②
③

の
市
と
し
て
の
取
り
組
み
、課
題
を
伺
い
ま
す
。

施
設
整
備
や
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て

魅
力
あ
る
施
設
に
し
て
い
き
ま
す

観
光
商
工
課
長
　

萬
城
の
滝
は
、
以
前
は

裏
見
の
滝
と
も
呼
ば
れ
、
裏
側
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
安
全
上
の
理
由
か
ら
通
行

禁
止
と
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
整
備

や
展
望
デ
ッ
キ
設
置
な
ど
、
魅
力
を
向
上
さ
せ

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
だ
る
ま
山
観
光
施
設
の
収
益
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
集
客
力
や
営
業
力
、
情
報
発
信
な
ど
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
県
か
ら
譲
渡
を
受
け
、
民
営
化
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民

間
譲
渡
す
る
ま
で
の
間
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
事
業
を
行
い
、
収
益
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 答

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

小お
が
わ川　
多た

み

こ
美
子 

議
員

　
長
い
人
生
の
い
ず
れ
の
日
か
、誰
も
が
人
生

の
最
期
を
迎
え
る
日
は
来
ま
す
。住
み
慣
れ
た

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
考
え
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
市
内
で
は
何
人
く
ら
い
が
訪
問
診
療
を
利
用

し
て
い
ま
す
か
。ま
た
、自
宅
で
は
、ど
の
程
度

ま
で
の
医
療
ケ
ア
が
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
か
。

　
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
時
、看
取
り
の
お
世

話
は
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

医
師
の
判
断
に
よ
り
、
訪
問
診
療
や
訪
問

介
護
が
受
け
ら
れ
ま
す

健
康
福
祉
部
参
事　
在
宅
医
療
の
訪
問
診
療

を
受
け
て
い
る
の
は
90
名
ほ
ど
で
す
。

　

手
術
や
特
殊
な
環
境
下
で
行
わ
れ
る
処
置

は
、医
療
機
関
へ
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
処
置
に
つ
い
て
は
、主
治
医
や
訪

問
診
療
医
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
場
合
は
、訪
問
診
療

医
の
判
断
の
も
と
、訪
問
介
護
師
の
対
応
が
可

能
で
す
。24
時
間
体
制
で
電
話
連
絡
が
で
き
、必

要
時
に
は
訪
問
し
、支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
後
は
、訪
問

看
護
師
が
身
な
り
を
整
え
る
整
容
な
ど

の
処
置
を
し
て
く
れ
ま
す
。

答

黒く
ろ
す須　
淳あ
つ
美み 

議
員

　
「
少
子
化
緊
急
対
策
」
で
幕
を
開
け
た
令
和

５
年
度
。
保
育
料
無
償
化
な
ど
、
近
隣
市
町
を

一
歩
リ
ー
ド
す
る
様
々
な
支
援
策
に
は
、
本
気

度
が
表
れ
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
小
児
科
不
足
と
い
う
現
実
は
切
実

な
課
題
で
す
。
伊
豆
市
に
お
け
る
小
児
科
の
あ

る
べ
き
姿
、
そ
し
て
市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

よ
う
な
対
策
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

こ
ど
も
医
療
電
話
相
談
事
業「
＃
８
０
０
０
」

な
ど
も
活
用
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
参
事
　

小
児
科
の
あ
る
べ
き
姿

は
、
休
日
・
夜
間
に
対
応
で
き
る
、
身
近
な
か

か
り
つ
け
医
が
あ
る
こ
と
が
、
理
想
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
現
実
的
に
は
、
現
況
の
医
療
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、伊
豆
市
の
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、

周
辺
市
町
な
ど
も
含
め
た
か
か
り
つ
け
医
を
も

つ
こ
と
や
、
休
日
・
夜
間
の
子
ど
も
の
症
状
の

対
処
に
迷
っ
た
と
き
に
、
小
児
科
医
師
、
看
護

師
に
電
話
で
き
る
、
こ
ど
も
医
療
電
話
相
談
事

業
「
＃
８
０
０
０
」
な
ど
の
活
用
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら

杉す
ぎ
や
ま山　
武た
け
し司 

議
員

　
近
年
、
外
資
の
土
地
買
収
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
協
定
を
批
准
し
た
我
国
で

は
、
外
資
の
土
地
買
収
は
合
法
で
す
。
そ
れ
を

阻
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
法
は
未
だ
未
整
備

で
、
様
々
な
安
全
保
障
に
弊
害
が
及
ぶ
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
管
理
放
棄
し
た
農
地
や
山
林
な
ど

が
外
資
に
渡
る
と
、
水
源
な
ど
の
重
要
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な
影
響
が
及
び
ま
す
。
市
内

の
外
資
の
買
収
実
態
を
伺
い
ま
す
。

農
地
や
山
林
な
ど
は
、
外
資
に
よ
る
土
地

取
得
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん

農
林
水
産
課
長
　

市
が
把
握
で
き
る
情
報

と
し
て
、
農
地
は
２
０
１
７
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
山
林
な
ど
は
２
０
０
６
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
外
資
に
よ
る
土
地
取

得
に
つ
い
て
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要

な
土
地
に
関
し
て
は
、
２
０
０
４
年
の
合
併
時

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
届
出
者
の
住
所
は
全

て
国
内
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
外
資
系
の
企
業
か

ど
う
か
の
判
断
は
で
き

な
い
状
況
で
す
。

答

動画はこちら
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

質 問
Question 静岡県地震・津波対策 AP ２０１３の成果

質 問
Question

浅あ
さ
だ田　

藤と
う
じ二 

議
員

　
　

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現
在
の
取

り
組
み
、
目
標
と
し
て
い
る
仕
組
み
や
か
た
ち

を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
活
動
を
体
験
す
る

場
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

教
育
長
　
現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
指
導
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
地
域
と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
参
加
に
つ
い
て
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
時
点
で

は
部
活
動
の
全
て
の
種
目
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
と
の
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
目
標
と
す
る
仕
組
み
や
形
の
全
体
像
は
固
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
部
活
動
を
行
っ
て

い
る
生
徒
に
は
継
続
の
機
会
を
確
保
し
つ
つ
、

今
後
は
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
の
観
点
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
が

様
々
な
活
動
を
体
験

す
る
場
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
部活動の地域移行の方向性は

答

質 問
Question

杉す
ぎ
や
ま山　

誠
ま
こ
と 

議
員

　
認
知
症
高
齢
者
は
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以

上
の
５
人
に
一
人
、
約
７
０
０
万
人
に
増
加
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
や
家
族
が
、

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
地
域

共
生
社
会
を
築
く
た
め
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
の
促
進
や
偏
見
の
軽
減
、
相
談
体
制
の
整
備

な
ど
の
、
総
合
的
な
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
き
ま
す
か
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

健
康
福
祉
部
参
事　

認
知
症
に
対
す
る
理

解
の
促
進
を
は
じ
め
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
、
認
知

症
の
方
や
家
族
を
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
養
成
を
は
じ
め
、
理
解
促
進
の
た
め

の
認
知
症
講
演
会
の
開
催
や
、
高
齢
者
支
援
の

総
合
窓
口
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
周
知
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

認知症になっても安心して暮らせる社会を
答

小こ
な
が
や

長
谷　
順じ

ゅ
ん
じ二 

議
員

　
静
岡
県
で
は
、
第
４
次
地
震
被
害
想
定
及
び

地
震
・
津
波
A
P
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
２
０
１
３
を
平
成
25
年
６
月
に
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
命
を
守
る
こ

と
を
最
も
重
視
し
、
推
計
さ
れ
た
被
害
を
８
割

減
と
す
る
た
め
に
、
今
後
10
年
間
で
実
施
す
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
こ
の
10
年
間
の
伊
豆
市
の
取
り
組
み
の
成

果
を
問
い
ま
す
。

常
に
継
続
が
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
３
に
継
承

し
、
さ
ら
な
る
減
災
効
果
を
高
め
て
い
ま
す

危
機
管
理
監
　
静
岡
県
の
第
４
次
地
震
被
害

想
定
を
踏
ま
え
、１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
命

を
守
る
た
め
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の
相
互

連
携
の
も
と
、想
定
さ
れ
る
被
害
を
で
き
る
限

り
軽
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
、１
０
９
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、72
の
ア
ク

シ
ョ
ン
、約
７
割
が
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
ハ

ー
ド
対
策
な
ど
、完
了
ま
で
に
長
時
間
を
要
し
、

目
標
達
成
で
き
て
い
な
い
ア
ク
シ
ョ
ン
や
訓

練
、
啓
発
活
動
な
ど
、
常
に
継
続
が
必

要
な
も
の
な
ど
は
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
３

に
継
承
し
、
さ
ら
な
る
減
災

効
果
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

答

動画はこちら

動画はこちら
※他の質問あり

　宮城県東松島市、岩手県釜石市では震災復興後のまちづくりや、持続可能な観光地づくりの視
察をし、同県矢巾町では住民の理解、合意形成による水道料金改定からフューチャーデザインの
取組みを視察しました。盛岡市では、ニューヨークタイムズ「2023 年に行くべき 52 ヵ所」に
選ばれたまちづくりと持続性のある観光政策を学ぶことができました。伊豆市も豊かな自然、風
景、歴史や文化、伝統、地域の持つ風土を大切にしながら「住んでよし、訪れてよし」のまちづ
くりをしていきたいと思います。

【 行政視察報告／総務経済委員長　波多野　靖明 】

・QRコードや写真が多くありわかりやすい
・全面カラーだとよりわかりやすい
・２月発行号で新年の挨拶は季節外れでは
・少子化対策（多くのご意見がありました）
　→ご意見は関係部署にも共有しています
・表紙の写真（多くのご意見がありました）

議会だよりアンケートにご協力いただき、誠にあ
りがとうございます。委員会では紙面の充実や読
みやすさを図るため、いただいた意見を参考に新
しい取り組み等を積極的に行い、分かりやすく開
かれた議会活動を皆様にお伝えいたします。これ
からも魅力ある紙面づくりに努めてまいります。

【主なご意見・ご感想の抜粋を紹介】 【広報委員長から】

※10代・40代は回答０ ※他の項目は０回答 ★５段階で評価を表す

報告書はこちら ▲

【年　齢】 【どのくらい読んでいるか】 【全体的な評価】20 代

時々読む
18％

ほとんど
毎号読む
41％

毎号読む
41％

★5
（18％）

★4
（24％）

★3
（29％）★2

（18％）

★1
（12％）

80代以上

30代

50代

70代

60代

岩手県盛岡市

岩手県紫波郡矢巾町宮城県東松島市

岩手県釜石市

アンケート実施期間 回答件数約１年間
（令和４年８月１日～令和５年８月31日）

17 件
（LoGoフォーム）

伊豆市議会だよりアンケート集計結果伊豆市議会だよりアンケート集計結果

総務経済委員会  行政視察総務経済委員会  行政視察 14～12７

議
会
広
報
よ
り
報
告
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記

動画はこちら
※他の質問あり
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編  

集  

後  

記

　夏
の
高
校
野
球
大
会
は
慶
応

高
校
が
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

優
勝
校
の
森
林
監
督
は
「
高
校

野
球
の
新
た
な
可
能
性
、
多
様

性
」
と
、
仙
台
育
英
高
校
の
須

藤
監
督
は
「
人
生
は
い
つ
も
敗
者

復
活
戦
」
と
い
う
名
言
を
残
し
ま

し
た
。

　議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は

76
号
か
ら
伊
豆
総
合
高
校
写
真

部
の
皆
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
皆
さ

ま
に
分
か
り
や
す
く
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。議

会
広
報
委
員

　小
長
谷
　順
二

次
回
は
令
和
６
年
２
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ▲

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

本会議はどなたでも傍聴
ができ、生中継と録画
配信も行っています。

Tel.０５５８-７２-９９０６
お問合せ先（議会事務局）

▲アクセスは
こちら

議会傍聴のご案内議会傍聴のご案内

　８月25日の FMIS生放送で、間野
みどり議員が定例会のお知らせや報
告を行いました。次回は11月末に
12月定例会のお知らせをします。

議会広報議会広報９月

アンケートを実施中！アンケートを実施中！

前回号アンケートにて、ご意見をいただきましたのでご紹介します。（※ 回答一部抜粋）

・将来を考えた無駄のない金の使い方をして
欲しい。　　（★★☆☆☆　60代　田中様）

・広報紙は画像も内容もわかりやすいものにし
てもらいたい。（★☆☆☆☆　50代　男性）

・毎回、理解しやすく、拝見してます。
　（★★★★★　温泉区　70代　K.N様）

・少子化対策について意見があったが、その意見と併
せ、労働環境の改善・是正も少子化対策に有効では
ないか。労働の諸問題を是正することで各家庭の希
望も叶え、市外からの労働者の流入も望めると考え
る。各企業の労働環境の精査・是正を強く求めたい。

　（★★★★☆　20代　ひも様）

　アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございます。前号に引き続き、少子
化対策についてのご意見をいただきました。「子育て全力宣言」における支援施策と
共に、働き方や労働環境など市民生活に直結する課題として、提言を続けていきた
いと思っています。

伊豆市議会だより 検索
W
e
b
か
ら
も
回
答

で
き
ま
す
♪

ここか
ら１分程度のここか
ら１分程度の

簡単なアンケートへ

簡単なアンケートへアンケート回答フォーム

広報委員会
委員から

　修善寺大掃除の最中を撮りました。掃除をすることで、いつまでもこのま
ちと生活できるようにと思い、このタイトルにしました。また、この写真に
よって多くの方がより地域を清潔にしようという気持ちを持っていただけた
らと思いました。

　修善寺大掃除の最中を撮りました。掃除をすることで、いつまでもこのま
ちと生活できるようにと思い、このタイトルにしました。また、この写真に
よって多くの方がより地域を清潔にしようという気持ちを持っていただけた
らと思いました。

伊豆総合高校  写真部２年  足立 悠樹 さん表紙写真の紹介！表紙写真の紹介！

12 月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

11/27 28
本会議初日
議会広報委員会

30 12/1 2 3

4
本会議 2 日目

（一般質問）

5
本会議 3 日目

（一般質問）

6
本会議４日目

（一般質問）

7 8
本会議５日目

（議案質疑）

9 10

11
 総務経済
 委員会

12
 教育厚生
 委員会

13 14
議会運営委員会

（予備日）

15 16 17

18 19
本会議最終日
議会広報委員会

20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

モニター募集中 検索伊豆市議会モニター

寄
り
添
う
ま
ち
と

　
　
　い
つ
ま
で
も

寄
り
添
う
ま
ち
と

　
　
　い
つ
ま
で
も

2023.11.1発行

【No.78】

本号
の

ポイ
ント
！ 令和４年決算審査　ｐ４
私たちの税金はどう使われた？
令和４年決算審査　ｐ４
私たちの税金はどう使われた？

撮影・タイトル　伊豆総合高校 写真部 ２年 足立 悠樹さん撮影・タイトル　伊豆総合高校 写真部 ２年 足立 悠樹さん
ゆうきゆうきあだちあだち

伊豆総合高校写真部とコラボ中！
裏表紙へ！！
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